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I 取扱説明 



ヤマ八製品をお買い上げいただきまして、まことにあり 
がとうございます。 


必ずはじめに r ま全上のごを意 J をお読みください 
(32 ぺージ〜34ぺージ》。 


•本磯の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支 
障なくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説 
明書と保証書をよくお読みください。お読みになった 
あとは、保証書と共に大切に保管し、必要に応じて 
ご利巧ください。 

•保証書は、「お買い上げ曰、販売店名」などの記入を 
必ず確かゆ、販売店からお受け取りください。 


イ呆証書別添付 

















戀 YAMAHA 

一部アクセサリー，販売終了のお知5せ 

Bluetooth ワイヤレスオーディオレシーバー Y 目 A -10 は販売終了となりました。 
本製品付属の取扱説明書に記載された YBA -10 に関する説明は、既に Y 目 A -1 0を 
お持ちのお客様向けとなります。 

何卒ご理解を賜りますよラお願い申し上げます。 


トマ八株式を社 

© 2013 Yamaha Corporation ZH 14920 
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本書の記載について 

. 本書では、本体と U モコンのどちらでち操作でをる場合は、1」モコンでの操作を中むに記載しています。 
. が こでは、巧っておくと便利な補足情報を記載しています。 

• 〇ごを意 では、安全に関する重要なま意事項と操作方法を記載しています。 

. 本書は製品の生産に先びけて印刷されています。製品改良などの理由で、実際の製品と仕様び一部異 
なる場合びございますのでご了承ください。 

. 左ページの左端に U モコン図び表示されている見開をページは、 U モコン図と操作キーを対応させて 
ご覧ください。 
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準摘 


はじめに 


同堀品の確認 


ご使用になる前に、同捆品がすべてそろっていることを確認して ください。 1 ) 

リモコン：1個 単4乾電池： 光ファイバー 

2本 ケーブル： 





ビデオ用 
ピンケーブル 2 ): 
1本/ 1.5 m 



設置マニュアル：1枚 




本体：1台 



广 A 

本体は組立て式です。政下の部品がすべてそろっていることを確認して<ださい。組立てについては付属 
の「設置マこュアル」をご参照ください。 


本体 
棚板 
底板 

天板ガラス 
ダボ 

ネジ（大） M 己X 30mm 
ファスナー 


• 後板（左ち各1 ) 

• 支せ 
• 後板伸） 

• 取付金具 

• ネジ（ル） M4 X 1 0mm 
• ワッシャー 



付属のケーブルは、接続状況によって余る場合びあります。 


2) ぶこ 

本機では iPod/ iPhone の映像を再生するときに使用し 
ます。 

詳しくは nPod/iPhone を再生する」（防14ぺージ） 
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置 


ラックを組立ててから適切な位置に設置します。ラックの組立てに関しては付属の設置マこュアルを参照し 
て<ださい。下記の r 設置上のご注意」を参照し、安全な場所に正し<設置して<ださい。 

設置上のごを意 

. テレビを設置するとさは、テレビの取扱説明書に従って転倒防止の処置をしてください。 

. 本機のスピーカーには磁石び使われています。磁気の影響を受けるわの（時計、キャッシュカード、フ□ッピー 
ディスクなど）をラックの上に置かないよラにしてください。 

. 本機をブラウン管テレビのおくに設置すると、色ムラや雑音などび生じる場をびあります。 


強化ガラスの取り扱いについてのご注意 

天板ガラスは強化処理され、飛散防止フィルムを施してありますび、使い方を誤ると割れるおそれがあ0ます。ガラ 
スび割れると破片が飛び散り、けびの原因になります。下記のを意事項をお守りください。 

. ガラスに物をぶつけるなど、強い衝撃をちえない。 

. 鋭利なちのでガラス面を突いた0しない。 

. 強化ガラスに傷がつくと突然割れることびあ0ます。傷がついたとさは速やかにお取0替えください。 

. 強化ガラスに貼られているシールははびさずに使用してください。 








厂 




4已 kg 
10 kg 
20 kg 
耐荷重 


インテリアスライドシート 

本体底面にはインテリアスライドシートび貼付さ 
れてお0、設置場所までスムーズに移動させること 
びでをます。本体の移動の際はホを傷つけないよラ 
に、ごみ、ほこ0などを取り除いてか5移動させて 
くださし、。 


リモコンの準備 


電池を入れる前や U モコンを使ラ前に、 r ま全上のごま意」の r 電池」および ru モコン」をよくお読みください。 

I リモコンに電池を入れる I リモコンの操作範囲 
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接続 


. 電源コードは、すべての接続が完了してから接続して<ださい。 

. ケーブルプラグや端子に損傷をあたえる原因となりますので、プラグを差し込む際に強い衝撃をあた 
えないよラにして < ださい。 


テレビ、ブルーレイデイスクレコーダーの巧続 


ケーつ、 レはし U 下の順まで接続して < ださい。 


HDMI ケーブル（別売） 2 

つ ’)レーレイディスクのデジタ 
ル映像' 音声を本機に入力し 
ます。 


HDMI ケーブル（別売） 

ブルーレイディスクのデジタ 
ル映像をテレビに映します。 


3 光ファイバーケーブル 
(付属） 


テレビのデジタル音声を本機 
で再生します。 




!音声信号 



オーデイオリターンチヤンネル （ARC) 对応のテレビの 

4 日 A 

場 n 

.HDMI ケーブルはテレビのオーデイオ U ターンチヤン 
ネル対応端子 （「ARC」 などの表示のある端子）に接 
続してください。この場合、光ファイバーケーブルの 
接続は必要ありません。 


• 本機の ARC を有効にするには、 HDMI コント□—ル機 
能を有効にしてください（陪]曰ページ)。 

才ーディオリターンチヤンネル （ARC ) とは？ 

テレビの出力するデジタルオーディオ信号を、 HDMI ケー 
ブルを通して本機へ伝送する機能です。この機能によ0、 
テレビから本機へ接続する光フアイバーケーブルを省略 
することびでをます。 
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接続 



—ナーなどの接続 


追加ずるが部機器（例） 

接続ケーブル 

〇 HDMI 対応のゲーム機 

HDMI ケースレ（別売） 

0 衛星放送、ケーブルテレビチューナー （ HDMI 対応） 

HDMI ケーブル（別売） 

0 衛星放送、ケーブルテレビチューナー 
( HDMI 非対応） 

光ファイバーケーブル（付属） 3) 

〇 HDMI 非対応のヴーム機 

アナ□グ音声用ステレオピンケーブル 
(別売） 3) 
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I 


な 

HDMI 


e 


ず a 尸 

立 こ 


2) 


、 音を 出力 J 


•:映像信号 
• :音声信号 




ビデオ 

力^ 

(例） 3) 

ビデオ 
^_> 




(例） 3) 


テレビ 


2) ご'も'こ 3) ご、おこ 

追加機器で同軸デジタル出力端子がある機器の場合は市 テレビとゲーム機やチューナーを接続するため、別途映像 

販のデジタル音声用ピンケーブルで本機同軸デジタル入 用のケーブルび必要です。 

力端子と接続してください。 4) 、|, 

接続の隙はキヤップを外して < ださい。 
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入力切り替え 

テレビの入力切り誓えに 
連動して本機の入力わ切 
り誓わります。 

テレビのメニューでブ 
ルーレイディスクレコー 
ダーなどを選択した場合 
ち同様に切り替わります。 


テレビのリモコンで本機を操作 
ずる （ HDMI コント□—ル機能) 


I HDMI コント□-ル機能とは 

HDMI を使用したコント□ール機能 （ U ンク機能）に 
対応しているテレビ（一部を除く）と本機を HDMI 
ケーブルで接続した場合、テレビの U モコンで本機 
を操作でさます（例：レグヴリンク）。操作でをる機 
能は主に！; TF の4 つです。 1 ) 

テレビのリモコン（例） 



電源のオン/オフ 



な 


八 

I I 

+4 

CH 

I I 

V0L 

V 

I 設 • 定 I 

-•! 


I 音量の調舊 


音声を出力ずる機器の切 
'り曽え（テレビ^本機） 


このほか 一 g 防)テレビではがドの機能を操作できます。 
• デジタル放送のジャンル情報にをわせて最適なヴ 
ラウンドモード（陪 II ページ）を自動的に選択 
(おまかせサラウンド 機能)。 2 ) 

• ユこボ U ユーム機能のオン/オフ 
• デジタル音声多重の切0替え 



• HDMI を使ったコント□-ル機能に対応しているテレ 
ビでち、一部機能び操作でをないちのびあ0ます。 
詳しくはテレビに付属の取扱説明書をご覧ください。 

• HDMI を使ったコント□-ル機能に対応しているブ 
ルーレイディスクレコーダーなどを HDMI で接続して 
いる場含は、それらの機器わ連動して操作できます。 
詳しくはご使用の機器に付属の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

• テレビおよびレコーダーなどの機器は、 同ー メーカー 
の製品で統一することをおすすめします。 


• 対応するテレビやレコーダーなどの機器については、 
下記 WE 目サイトをご覧ください。 
http://www.yamaha.co.jp/procluct/av/support/ 
hdmLcec/ 

2) ぶこ 

おまかせサラウンド機能 

• おまかせサラウンド機能を使ラには、対応するテレビ 
と本機を HDMI ケーブルで接続し、 HDMI コント□— 
ル機能を有効にしてください（陪]日ページ）。 

• 対応するテレビについては下記 WE 日サイトをご覧くだ 
さい。 

http://www.yamaha.co.jp/procluct/av/support/ 
omakase surround/ 


初めて使うときの設定 


□ 

□ 

□ 

□ 


面面画圆 
国固面圆 
B 3 团邸 
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巧めて使ラとをの設定 


I HDMI コント□-ル機能の設定 

1 HDMI で接続しているずベての機器の電 
I 源をオンにする。 

0 HDMI で接続しているずベての機器の設 
^定を確認し、コント□-ル機能を有効に 
ずる。 


本機側では 、 「HDMI Ctrl 」 び ronj に設定 
されていることを確認します (>*■ 19ページ)。 

3) 

外部機器側については、機器に付属の取扱説 
明書をご覧く ださい。 4 ) 

3 テレビの電源を一度オフにし、再びオン 
にずる。 


I HDMI 機器のテレビへの登録 5 ) 

J テレビの入力を本機に切り替える。 


テレビのリモコンを使って本機の電源を 
オンにしたり、音量を調節したりして、本 
機が正しく連動しているか確認ずる。 


連動おおが動作しないと宝は 

しツ下のことをご確認ください。 

-テレビび本機の HDMI 出力 （ ARC ) 端子に接続 
されている 

— 「HDMI Ctrl 」 批19ぺージ）び rOn 」 に設定さ 
れている 

ーテレビ側の設定で HDMI コントロール機能び有 
効になっている（電源連動機能や優先スピー 
カーの設定など関連する設定を確認してくださ 
い） 

それでち連動機能び動作しない場合は、 

一本機•テレビの電源をオン/オフしてください。 

一本機および HDMI 接続している機器の電源プラ 
グをコンセントからはずし、30秒ほど経って 
から、接続し直してください。 

一入力1、入力2、入力3またはドックを選択し 
たあとは、テレビの入力と本機の入力をそれぞ 
れ同じものに切り替えてください。 


2 

3 


本機に接続した、 HDMI コント□-ル機能 
に対応しているブルーレイディスクレ 
コーダーなどの電源をオンにずる。 

本機の入力を ブルーレイ ディスク レコー 
ダーに 切り督えて、 レコーダーの 画像が 
正しく映るかを確認ずる。 


ブルーレイディスクレコーダーを HDMI 入力 
1端テで接続している場合、 包 入力選択キー 
を1回押して下図のよラに表示させます。 

入カ ソース 名 


I 接続方法や接続機器を変更ずる 

接続する機器や端子を変更した場合はしツ下の手順で 
再設定してください。 

1 -度テレビや レコーダーの HDMI コント 
I □-ル機能をオフにしてか5、ずべての 
機器の電源をオフにし、接続を変更する。 

ウ 「 HDMI コント□-ル機能の設定 J の手順 
A 1〜3を再度操作ずる。 



3 ) :、おこ 4 ) :、おこ 

• 初期設定では 「On」 に設定されています。 テレビの設定の例 


.「HDMI CtrlJ が ron 」 に設定されているとき 

一© 電源（の）キーを巧しても、完全な電源オフ状態 
にはならず、 HDMI 入力端テから HDMI 出力 （ARC) 
端テへ信号び出力されます。 

-電源を切る前に、視聴したい機器び接続された HDMI 
入力 （1 〜 3) 端子を選択しておく必要びあります。 
ーテレビによっては、チヤンネルを変えるなどのテレビ 
の操作で、サラウンドモードなどの本機の設定び変更 
される場合びあ0ます。 


• 設定メニューから「リンク設定」^ 「HDMI 連動設定」 
(例）を選択し、 「HDMI 連動機能」などの項目を「連 
動する（使用する)」に設定してください。 

• 「優先スピーカー」などの設定は 「AV アンプ」にして 
<ださい。 



HDMI コント□ール機能を設定するだけで本機能を使用 
でさる HDMI 機器ちあります。この場合、 HDMI 機器の 
テレビへの登録は必要あ0ません。 
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再生の基本手順 


7 © 電源（む）キーを押して、本機の電源 
I をオンにずる。 

2 本機に接続した機器（テレビ、ブルーレ 
イディスクレコーダー、ゲーム機など）の 
電源をオンにずる。 

3 外部機器の接続に合わせて、入力選択 
キー (〇、包、©) を押して、聴きたい機 
器の入力を選ぶ。 

例えば、 HDMI 入力1端子に接続したブルー 
レイディスクレコーダーを再生する場合、 
包 入力選択キーを押して、 HDMI1 を選択し 
て、下記のよラに表示させます。 


入カ ソース ち 



4手順3で選択した機器を再生ずる。 


5 音量を調節ずるには、 〇 音量 （+/-) 
キーを 押ず。 1) 2) 3) 

6 サラウンドモード、ステレオモードなど 
を選び、お好みのヴウンドに設定ずる。 
(№11ぺージ） 


ほ用を は、© 電源{の）キーを巧し、本機の 
電源をスタンバイにする。 



テレビのスピーカーと本機の両方か！5音靑び出力されて 
いる場合は、テレビを消音にしてください。 

2) ぶこ 

-時的に消音にするには 


3 ) 〇ご注意 

HDMI 入力音声をテレビか5出力している場合は、リモ 
コンの 〇 音量 （+/ —）キー や⑩ 消音キーを押しても音 
量は変化しません。 

4) ご、も'こ 


U モコンの ⑩ 消音キーを巧します。消音機能を使って再 入力ごとに設定されたモードを記憶します。他の入力を選 
生しているとさは、フ□ントパネルディスプレイの おすると、自動的に前回設定されたモードになります。 
VOLUME インジケーターが点滅します。消音を解除する 
には再度 ⑩ 消音キーを押す か© 音量 （+ / —）キーを押 
します。 
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お巧みのサウンドを楽しむ 


I サラウンド音芦の再生 

ヤマ八独自の音場創生技術エアサラウンド-エクス 
卜1」ームを用いてサラウンドで再生します。 

7 0 サラウンド キーを 押して、サラウンド 

I モー ドに切り替える。 

0 いずれかの 〇 サラウンドモードキーを 
ム押ず。 4) 


I ステレオ音芦の再生 

2チヤンネルのステレオで再生します。 

@ ステレオキーを押して、ステレオモードに 
切り曾える。 

@ ステレオキーを押すたびに、あ張ステレオ機能 
のオン (Extended Stereo ) /オフに tereo ) び 
切り替わります。 

Stereo :音響効果をかけずにステレオで再生します。 
Extended Stereo :に tereo 」 よりも拡びりを感 
じるサウンドを得られます。 


MP3 や WMA などの圧縮音芦を置 
かに再生する（ミュージックエン八 
|| ンヴ ー） 

MP 3 や WMA などの圧縮音声を、低音域と高音域を 
強調、化張してダイナ5ックに再生します。 

0 エン八ンヴーキーを押して、機能のオン/ 
オフを切り替える。 5 ) 


音量の急激な変化をおさえる 

(ユニボ U ューム） 

テレビを視聰中、(下のよラな場合に、過大な音量 
の差を補正して聞をやすくします。 

. チャンネルを切り替えた 
• 番組から CM へ変わった 
. 番組び終わって;欠の番組び始まった 

©ユ ニ ボリ ュームキーを 押して、機能のオン/ 
オフを切り智え る。 6 ) 

I 各チャンネルの音量バランスの調整 

再生しなびら、各チャンネルの音量バランスを調節す 
ることびでを ます。 7 ) 

J 〇 レベルキーを押ず。 

2 ゆ A /〇 ▽キーを押して，じ(下か5調 
節したいチャンネルを選択ずる。 

CenterLv :センター 
SurLR Lv :サラウンド左/ち 
SWFR Lv :サブウーファー 

3 〇< / 0 キーを押して、音量レベルを調 
節ず る。 8 ) 

調節範囲：-10.0 dB ~ +10.0 dB 
4 〇 レベルキーを押して、設定を終了ずる。 



• DOCK (ドック）入力時はオン、 DOCK (ドック）じ ( 
外の入力時はオフに初期設定されています。 

• 次のデジタル音声信号の場合、 S ユージックエン八ン 
サーは動作しません 

-ドルビー TrueHD、DTS-HD マスターオーデイオな 
どの信号 

ーサンプ U ングレートび 48kHz を超える信号 



• 初期設定ではオンに設定されています。 

. ユニ ボリュームをオフにする には、® ユこボ U ューム 
キーを押して < ださい。 

• 音楽ソースを再生するときは、オフにすることをおす 
すめします。 


7) ぶこ 

テスト音を聴さなびら調節する場合は r 各チヤンネルの音 
量バランスの調整」（陪] 9 ページ）を参照ください。 



音量バランスの調整例 

. セ U フが聞を取りにくい場を： CenterLv (センター) 
を選び、レベルを上げます。 

音の包囲感がかない場合： SurLR Lv (サラウンド） 

を選び、レベルを上げます。 

• サブウーファーの音量は ⑩ ヴブウーファー （ + /—) 
キーを使用して調整することわでをます。 
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再生 




• ヘッドホンの音量と卜ーンコント □ —ル、 LFE レベル 
は、スピーカーの設定とは別に設定でさます。 

.LFE チャンネル （O.lch) び含まれる巳.1チャンネル传 
7.1 チャンネルなどを再生し、低音が過剰に聴こえた 
りする場合は、 LFE レベルを下げると改善することが 
あります。 （>^17 ページ） 


便巧な機能を巧ラ 


I へッ ドホンで聴く 

本機のへッドホン端子2已ぺージ）にへッ 
ドホンのプラグを差し込む。 1 ) 


へッドホン使用中のサラウンド音青について 

新開発の 7.1 ch へッドフォン-サラウンド技 
術により、ヘッドホンを使用する場合でも、ス 
ピーカーによる再生と同様にサラウンド音声 
やステレオ音声をお楽しみいただけます 
Oil ぺージ）。 


I 二力国語放送の音芦の切り替え 

BS / 地上デジタ j レ放送の AAC やドルビーデジタルの 
音声を重信号入力時に、再生する音声を選択し ます。 2 ) 

0( A ) 音声を重キーを繰り返し押ず。 

再生する音声の設定び切 D 替わります。 3 ) 
選択項目： Main *、 Sub、Main + Sub 

Main :主音声を出力します。 

Sub :副音声を出力します。 

Main + Sub :を音声と副音声の両ちを出力します。 

スリープタイマー/才ートパワーダ 
ゥン機能 

一定時間経過後に本機の電源を自動的にスタンバイ 
にします。 

⑩ス リープキーを繰り返し押ず。 

スタンバイ状態になるまでの時間び切り替わります。 
フ□ントパネルディスプレイに SLEEP インジケー 
夕一 2已ぺージ）び点滅します。 

SLEEP インジケーターび点抑こ変わり、ス U -プタ 
イマーび設定され ます。 4 ) 

選択項目 ： Sleep 120 min.、Sleep 90 min.、Sleep 
60 min.、Sleep 30 min .、 AutoPowerDown 、0 斤 


2) ぶこ 

この設定は DUAL インジケーターび点口しているときに 
ち効です。 



ソースに副音声び収録されていない場合、音声は切り替わ 
りません。 
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4) ご、おこ 

• 「日け」を選択するか、電源をスタンバイにすると、ス 
U —プタイマーは解除されます。 

• AutoPowerDown に設定した場合、再生中に SLEEP 
インジケーターは点灯しません。 



• スタンバイになるまでの]0分間に本機を操作した場 
合は、操作の] 0分後にスタンバイになります。 


• 次の入力、条件では AutoPowerDown を選択できま 
せん。 

-アナ□グ（入力3)、 DOCK 

-HDMI1- 3 (HDMI コント□-ル機能び有効のとを) 



Interl 日 ck については fiPod / iPhone の再生」（豚] 4 
ぺージ）、 Connect、Disconnect. Pairing については 
「Bluetooth 対応機器の再生」（陪1已ぺージ）を参照し 
て < ださい。 


才ートパワーダウン 機能 5) 

AutoPowerDown に設定すると、選択している入力 
び電源オフ（またはスタンバイ状態）になってから 
10分後に自動的にスタンバイにします。電源の消し 
忘れを防止するのに便利な設定です。 

入力ごとの設定 
(オプションメニュ ー） 

入力 （ TV / HDMI 1 〜3/入力1〜3/ドック）ご 
とに設定します。入力により、設定でをる項目は異 
なります。 

7 入力選択キ ー (〇、包、©、©) を押して、 

I 設定を変更する入力を選択する。 


2 


©オプション キーを押ず。 


オプションメニューびフロントパネルデイス 
プレイに表示されます。 


3 ゆ A /0 ▽キーで項目を選択し、 〇 ミ夫定 
キーを押ず。 

A 〇づ /[> キーを押して、設定値を変更ず 
、■る。 

5 © オプションキーを押して、オプション 
メニューを終了ずる。 


オプションメニュー項目一 覽 

各入力には、じ(下のよラなメニューアイテムびあり 
ます。 


入カソース 

メニユー項目 

HDMI1-3 

Volume 1 nm、Decoder Mode、Signal Info 

TV 

入力 1-3 
(INPUT]-3) 

ドック 

(DOCK) 

Volume Trim 、 Connect 、 Disconnect 、 
Pairing、Interlock e) 


オプションメニュー項目の内容はし U 下のとおりで 
す。現在選択している入力に設定び反映されます。 
「*」は初期設定を表しています。 

各端子の入カレベル設定 
(Volume Trim) 

端テごとに入カレベルを設定して、入力機器毎の異 
なる音量のばらつをを調節します。 

調整節囲： 一6.0 dB ~0.0 dB *~+6.0 dB 

巧をするデジタル音声信号の設定 
(Decoder Mode) 

再生する音声信号を選択します。 

遇が項目： Auto *、 DTS、AAC 

Auto ： 本機び自動的に選択して再生します。通常は 
このモードを選択してください。 

DTS : DTS 信号のみ再生します。 

AAC : AAC 信号のみ再生します。 

入力信号に関する情なの表示 
(Signal Info) 

の A /〇 ▽キーで表示される情報を切り替えます。 



Format 

デジタル音声のフオーマット 

Channel 

入力信号に含まれているチヤンネル数（フ 
□ ント / サラウンド /LFE ( 低域効果音)） 
表示例：「 3/2/0.1 」一入力信号にフロ 
ント 3ch 、 サラウンド 2ch 、 LFE あり 1) 

Sampling 

デジタル入力信号のヴンプ U ング周波数 

Bitrate 

入力信号の ] 秒あた 0 のビットレート 

HDMI In 

HDMI 映像信号の解像度 

HDK/II Message 

HDMI に関するエラー表示（エラーが発生 
しているとをのみ表示） 


IJK を上のごを意 
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iPod / iPhone の巧生 


ヤマ八聲 iPod 用ユニパ'-サルドック捆慌 YDS - 12 
など）や i Pod / i Phone シ U -ズ専用ワイヤレスシス 
テム刷売 YID - W 10) を本機に接続して iPod / 
iPhone に保存された音楽を再生することびできます。 


ヤマ八製 iPod 用 ユニバーサル ドックまた 
は iPod / iPhone シリーズ専用ワイヤレ 
スシステムをドック端子に接続し 、 iPod 
/ iPhone をセツトずる。 2 ) 



雑音を避けるため本機からでさるだけ離して設 
置して < ださい。 


©ドック キーを押し、ドック入力を選択 
してか5 iPod / iPhone を再生ずる。 4) 


ヤマ八製 iPod 用ユニノ くーサルドック 
( YDS - 12など）を使用する場合 5》 

ドックに iPod/iPhone を設置し、本機のリモコン 
を使って iPod/iPhone の再生操作をすることがで 
きます。 iPod/iPhone のビデオ映像をテレビに映 
すことちでをます。 



表示例の方法で表現でをないチャンネルを含んでいる場 
合は、「己 .] C h 」 のよラに合計のチャンネル数で表示さ 
れることびあ0ます。 



• 本磯の電源びオフの状態のときに接続してください。 

. 丫 DS -1 2や丫 D - W 1 日などの接続および設定について 
詳しくは、各取扱説明書をご覧ください。 

. 本機か5ケーブルをはずす場合は、プラグ上部の突起 
部を押しなび5はずしてください。 



iPod 用ユニバーサルドックを接続している場合、本機の 
ビデオ出力端子とテレビ側のビデオ入力端子をビデオ用 
ピンケーブル（付属）で接続すると、 iPod/iPhone のビ 
デオ映像をテレビに映すことびでさます。その隙、テレビ 
は接続した入力に設定してください。 

4) 〇ごを意 

• iPod/iPhone の種類やソフトウエアのバージョンに 
よ0、一部の機能び使えない場合びあ0ます。 

.iPod/iPhone 接続時にフ□ントパネルディスプレイ 
に表示されるメッセージについては、「困ったとさは」 
の 「iPod/iPhone」 （陪23ぺージ）を参照してく 
ださい。 

• あらかじめボリユームを最ルにしてから、 iPod/ 
iPhone の着脱を行ってください。 
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00000 iPod のメこ:！一を操作します 
〇： iPod ホイールを操作します 

ユニパーサルドック ( YDS -12/ YDS -1 1 / YDS - 
10) にが応ずる iPod / iPhone 

に01日年目月現柏 

iPod touch、iPod mini 、 iPod (第 4 世代、第已世 
代 )、 iPod Classic、iPod nano 、 iPhone 、 iPhone 
吕白、 iPhone 吕白 S 

ただし、 YDS -11 / YDS -10 は iPhone シ U - ズに 
対応していません。 

ヤマ八製口 od 用ワイヤレスシステ 
ム (YID-W10) を使用する 場合 6 ) 

ドックにレシーパ'—を接続し 、 iPod / iPhone にワ 
イヤレストランスミッターを接続することで 、 iPod 
/ iPhone を U モコンのように使いなびら再生する 
ことびでをます。 

ワイヤレスシステムに巧応する iPod / iPhone 

に010年9月現在） 

iPod touch 、 iPod (第5世代 ）、 iPod Classic、iPod 
nano 、 iPhone、iPhone 3 G、iPhoneSGS 

本 機と iPod / iPhone の連動 7) 

YID - WIO を使用する場合、オプションメニュー 
(陪13ぺージ）の 「 Interlock 」 を fOnJ に設定す 
ると、お使いの iPod / iPhone で UTF のような機能を 
使用することがでをます。 

• iPod / iPhone で再生を開始すると、本機の電源が 
オンになり、入力が DOCK ( iPod ) になります。 

• iPod / iPhone をトランスミッターから取り外す 
か、再生を停止してしばらくすると本機は自動的 
にスタンパイになります。 


Bluetooth 巧応機器の再生 


Bluetooth ワイヤレスオーディオレシーバーを接続 
して、 Bluetooth 機器（携帯才ーディオプレーヤー、 
Bluetooth 搭載のコンピューターなど）にな巧され 
た音楽を再生でをます。 


ペアリング 


[■ペア y ング J とは 

通信を行5機器を本機に登録する操作です。初 
めて团 uetooth 接続を使うときや、登録されて 
いたペア U ング情報び削除されたとをは、この 
操作び必要です。 

セキユ U テイ確保のため、ペア U ング操作には 
8分間の制限時間び設けられています。一度すベ 
ての手順を読んでから実際の操作を行ラことを 
おすすめします。 


「iPod / iPhone の再生 J の手順1(陽14 
ぺージ）と同様に Bluetooth ワイヤレス 
才ーデイオレシーバ ー( YBA -10) をドッ 
ク端子に接続す る。 8 ) 


2 

3 


リモコンの© ドックキーを巧し、 
入力に切り替える。 


ドック 


ペアリングしたい Bluetooth 機器の電 
源をオンにし、 Bluetooth 機器をぺアリ 
ングげ態にずる。 9 ) 


巧のぺージに続< 


ごがこ 

本機がスタンバイ状態の場合でわ、ドック端テに接続した 
ヤマ八製ドックに設置されている iPod / iPhone を充電 
できます。フ□ントパネルディスプレイにはに har 呂 in 旨」 
と表示されます。 

6) :帝'こ 

.YID-W10 を使用して、 「Interlock」 を fOnJ にして 
いる場合は、本機びスタンバイでわ充電でさます。 

.iPod/ iPhone の最大音量よりもさらに大きな音量で 
再生する場合は、本機のリモコンで音量を上げてくだ 
さい。 


7) ご、おこ 

この機能はアプ U ケーシヨンの音声や着信音でわ機能し 
ます。 iPhone をサイレントモードに設定すれば、着信音 
などで本機の電源と連動しません。 

8) ご、おこ 

詳しくは丫目 A- 1 □ 付属の取扱説明書をご覧ください。 

9) ご、おこ 

詳しくは、お使いの Bluetooth 機器の説明書をご覧くだ 
さい。 


巧を上©ごを意 
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か 


t 


か 

か 

か 


TV HDMI 卜 3 入カト 3 
000 


電源 

m 


n * 而_を sc _下、用姐_ w — /. _ 



( S ) 


D 音声を重 


ブ む -j LAJ 


じ ド文〇:ぃ 


おり Cttl) CzJ 

み 

©— ^ 


ヴプウーファー 

0 -ろ 


レベル 



^YAMAHA 



% 


4 〇 オプションキーを押ず。 


ドック入力のオプシヨンメニューび表示され 
よす 0 

5 0 A /0 V キーを押して 「 Pairing 」 を選 
び、 〇 ミ夫定キーを押ず。 1 ) 

Blue 扣 oth 接続び開始されると、フロントパ 
ネルディスプレイにに earchin 有…」と表示 
されます。 


6 Bluetooth 機器が团 uetooth ワイヤレ 
スオーディオレシーパーを認識している 
ことを確認ずる。 

Bluetooth 機器び Bluetooth ワイヤレス 
オーディオレシーバーを認識している場合 
は、 Bluetooth 機器のデバイスリストに 
「 YBA - 10 YAMAHA 」 （例）と表示されます。 


Bluetooth 機器のデバイスリストか5 
Bluetooth ワイヤレス オーデイオレシー 
) (—を選び、 Bluetooth 機器に/ (スキー 
「0000」を入力ずる。 


I 接続 2) 

1 リモコンの 包 ドックキーを押し、ドック 
I 入力に切り智える。 


2 〇 オプションキーを押ず。 


ク 「 Connect 」 を選び、 〇 巧定キーを押ず。 3 ) 


Bluetooth ワイヤレス オーデ イオ レシー 
パーと己 luetooth 機器の接続を解除ずる 
にはちラー度 〇 オプションキーを押して 
オプションメニューを表示させ、 
「 Disconnect 」 を選択して 〇 ミ夫定キーを 
押ず。 



ペア1」ンブをキャンセルするときは、 U モ コンの© 戻る 
キーを巧します。 

2) ぶこ 

本機か5の接続操作は、前回接続した Bluetooth 機器の 
みび接続対象とな0ます。 



• 表示については、「困ったときは」の「巳 luetooth」 

(晒24ページ）を参照してください。 

• 前回接続された目 luetooth 機器がと接続したい場合 
は、その巳 luetooth 機器側から接続操作を行ってく 
ださい。詳しくは、お使いの巳 luet 日日 th 機器の取扱 
説明書をご覧 < ださい。 
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設定 


設定メニュー 



カテゴリー 

メニユー 

サブメニュー 

内容 

ぺージ 

Sound Setup 

Tone Control 

Treble 

音色を調整ずる 

陣 17 ページ 



Bass 


Subwoofer 

LFE Level 

サブウーファーの設定をする 

陣 17 ページ 


Audio Delay 

Lip Sync 

映撒と音声のタイ S ングを調整する 





TV 


位 1 日ページ 




HDMI 1-3 

音声信号の出カタイ S ングを手動で設定する 




INPUTl-3 




DRC Setup 

Adapti.DRC 

ダイナミックレンジ圧縮を設定する 

降 18 ページ 



D.DRC 


Ch Level 

CenterLv 





SurLR Lv 

テスト音を聴いて音量バランスを調整する 

陣 1 日ページ 



SWFR Lv 



Input Menu 

Input Assign 

Opt 1 





Opt 2 

音声入力端テの割0当てを変更する 




Coax 




Ana. 


陣 1 日ページ 



HDMIl 





HDMI2 

HDMI 端子の音声出力を設定する 




HDMI3 




HDMI Setup 

HDMI Ctrl 

HDMI に関する設定をする 

降 1 日ページ 



Support 

Display Menu 

Front Display 

Std Dimmer 

フ□ントパネルディスプレイの明るさを変える 

降 2曰ページ 



Auto Dimmer 


操作手順 


1 0 設定キーを 押ず。 


フ□ントパネルディスプレイにに ound 
Setup 」 び表示されます。 

9 ゆ A /0 V キーを押してメニューを選 
A 択し、 〇 ミ夫定キーを押ず。 

設定したいメニューび表示されるまで、この 
手順を繰り返してください。 

3 0 づ /[> キーを押して、各メニューの設 
定値を調節ず る。 1 ) 

A 0 設定キーを押して、設定メニューを解 
1除ずる。 2) 


音をの調整 


メニユー表示 ： Tone Control 

高音域と低音域の出カレベルを調節します。 

サブメニユー表示 ： Treble (高音 )、 Bass {低音) 

調整節囲： 一 S . OdB 〜0.0 dB * 〜 +8.0 dB 


サブウーファーの設定 


メニュー表示 ： Subwoofer 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および AAC 信号に含ま 
れている LFE (低域効果音）の音量を調節し ます。 3 》 

サブメニュー表示 ： LFE Level 

調整節囲： 一 20 dB 〜 OdB * 



設定値の「*」は初期設定を表しています。 

2) ご、おこ 

©戻る キーを押すと、ひとつ手前のメこュー表示に戻り 
ます。 



LFE とは？ 

デジタル音青に含まれる低域の効果音です。ドルビーデジ 
タル、 DTS などのデジタル信号では専用のチヤンネルび 
用意されています。 
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設定メニュー 


サブメニユー表示 ； TV 

テレビ端テから入力した音声信号の出力遅延時間を 
調節します。 

調壁節囲： 0 ms * 〜 300 ms 


サブメニユー表示： HDMII -3 

HDMI 入力端テから入力した音声信号の出力遅延時 
間を調節します 。 「Lip Sync 」 が rOffJ のときに有 
効になります。 

調整辭囲： 0 ms 〜 30 ms * 〜 300 ms 

サブメニユー表示: INPUT 1 / INPUT 2/ INPUT 3 

INPUT 1 / INPUT 2/ INPUT 吕な請 テむ、 ら入力した 
音声信号の出力遅延時間を調節します。 

調壁節囲： 0 ms 〜 30 ms * 〜 300 ms 



• ronj に設定すると、 riD.DRC」 び自動的に 「Max」 
に設定されます。 

. ユこボ U ュームをオンにすると、本設定は無効にな0 
ます。 

2) ご、おこ 

夜間などにル音量で聴く隙にわ聴さやすくなります。 


入カレベル 入カレベル 

音量か 音量大 

選巧頂目： On*. Off 

r 日 n (オン)」：ダイナ S ックレンジを自動調節し ます。 2 ) 
roff (オフ）」：ダイナミックレンジを自動調節しま 
せん。 

サブメニュー表示： D.DRC 

ドルビーデジタル、および DTS 再生時のダイナ5ッ 
クレンジを設定します。 

選 } 只頂目： Min/Auto 、 Standard 、 Max* 

Min/Auto (最ル/自動）： 

(最小） Dolby TrueHD 信号政外のビットスト U — 
ム信号再生時に、夜間和ル音量でち聴を和すいダイ 
ナミックレンジに調節します。 



「Max」 似がに設定すると、 「Adapt し DRCJ び自動的に 
roff 」 に設定されます。 

4) ごぶこ 

HDMI 入力を選択した場合は、対応する HDM1 入力の設 
定を「〇げ」にしてください。 


映像と音声のタイミング調 
整 


メニユー表示 ： Audio Delay 

接続しているテレビでデジタル処理された映像び、 
音声よりち遅れて表示されることびあります。この 
タイ5ングのずれを、音声を遅らせて出力すること 
により補正します。 

サブメニューま示 ： Lip Sync 

出カタイ5ングの補正方法を設定します。 

遇が項目： On *、 〇け 

ron (オン）」：出カタイ 5 ングび自動的に調節され 
ます。 HDMI で接続されたテレビび U ップシンクの 
自動補正機能に対応しているとをのみ有効です。 
roff (オフ)」：テレビび自動補正機能に対応してい 
ない場合や自動補正機能を使わない場合に選択しま 
す。なの項目で遅延時間を入力ごとに手動で調節で 
をます。 


ダイナミックレンジ圧縮の 
設定 


メニユーま示 ： DRC Setup 

音量を下げて再生したり、夜間に再生したりすると 
をのダイナ5ックレンジ（最大音量から最ル音量ま 
での差）を設定します。 

サブメニユーま示： Adapti . DRC 1) 

本機の音量とダイナ5ックレンジを連動して調節し 
ます。 「 ON 」 に設定すると、ダイナミックレンジは 
し U 下のよラに調節されます。 

音量をルさくしたとを： 

ダイナ5ックレンジび狭くなります。大をな音は音 
量をルさめに、聞を取りにくいルさな音は大さめに 
再生します。 

音量を大をくしたとを： 

ダイナ5ックレンジび広くなります。ルさな音から 
大をな音まで、ソースの持つ音量のまま再生します。 




う V 三 R 丑 
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設定メニュー 



他のデジタル音声入力端子ですでに選択されている選択 
項目は表示されません。 



使用例： PC と本機を接続ずる場合 

1 P 仁の DVI 出力端子と本機の HDMI 入力3を DVI 一 
HDMI 変換ケーブルを使って接続する。 

2 PC の音青出力端子と本機のオーディオ入力3端子 
( Ana ) を接続する。 


3 「Input Assi 呂 n 」 で 「 Ana 」 を 「 HDMI 3」 に設定する。 
4 「Input Assign 」 で 「 HDMI 3」 を「〇け」に設定する。 

7) ご、おこ 

本機の HDMI 入力端テに入力した HDMI 映像信号は、常 
に本機の HDMI 出力 （ ARC ) 端テへ出力されます。 


(自動 Dolby TrueHD 信号再生閒こ、入力信号から 
の情報に基づいてダイナ5ックレンジを調節します。 
Standard (標準）：一般的な家庭用として推奨する 
ダイナ5ックレンジです。 

Max (最大）：入力された信号を補正せず、そのまま 
再生し ます。 3 ) 


各チヤンネルの音量バラン 
スの設定 


メニユーま示 ： Ch Level 

チヤンネルごとに出力されるテスト音を聴さなび 
ら、チヤンネル間の音量バランスを調節します。 

サブメニユー表示： 

CenterLv (センター） 

SurLRLv (サラウンド左/ち） 

SWFRLv (サフウー ファー) 

調整範囲： 一 10.0dB~+ lO.OdB 


音ち入力端子の割り当て設 
定 


メニ ューま 示 ： Input Assign 4) 

音声入力端子の割0当てを変更します。さ端子に設 
定した割り当てに従って、入力選択時の音声びミ夫定 
されます。 5 ) 


サプメニュー表示 

巧期設定 

オーディオ入力端子 

Optl 

TV 

デジタル（光）テレビ 

邮2 

INPUT 1 

デジタル（光）] 

Coax 

INPUT 2 

デジタル（同軸）2 

Ana 

INPUTS 

アナログ（オーディオ ） 3 


遇 } 只頂 a : TV 、 INPUT! 、 INPUT2 、 INPUTS' 
HDMI1 、 HDMIS 、 HDMI3 


HDMI 入力端子の音青 

HDMI 入力端子から入力された映像と、デジタル入 
力端テまたはオーディオ入力端テからの音声を再生 
したいときに HDMI 音声信号をオフ （ Off ) に切り替 
えます。 6 ) 

サブメニューま示： HDMIl 、 HDMI2 、 HDMI3 
遇が項目： 〇け、 On* 


HDMI に関する設定 


メニュー表示 ： HDMI Setup 

HDMI 信号和 HDMI コント□ール機能に関する設定 
をします。 

I HDMI コント□-ル 

サブメニュー表示 ： HDMI Ctrl 

HDMI コント□-ル機能08ぺージ）のオン/才 
フを切り替えます。 

遇巧項目： Off 、 On* 

roff (オフ）」：コントロール機能を無効にします。 

本機の待機時消費電力をほ減でをます。 

ron (オン)」：コント□-ル機能を有効にします。 

I 音芦を再生する機器 

サブメニ ューま 示 ： Support 

HDMI 入力音声信号を再生する機器を設定します。 
「HDMI Ctrl 」 び roffj のときに機能び有効になり 
ます。 7) 

遇が項目： YRS*、Other 

「 YRS 」 ：入力された音声信号を本機で再生します。 
「 Other 」 ： HDMI 出力 ( ARC ) 端子に接続した機器 
で再生します。 


IJK を上のごを意 
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設定メニュ ー 


t 


か 

か 

か 


TV HDMI 卜3入カト3 
000 


電源 


n * 而_を sc _下、用姐_ w — /. _ 



口巧 

(^) 


〕音声を重 


ブ タニュ -J L ▲) 


じ ド文〇:ぃ 


じ ,! D CO 

成 €MS>J 


〇づ 


レベル 



^YAMAHA 



フ□ントパネル表示の設定 


メニューま示 ： Front Display 

フロントパネルディスプレイに関する設定を変更し 
ます。 

I 操作時の明るさ 

サブメニューま示 ： Std Dimmer 

本体/ U モコンキー操作時のフロントパネルディス 
プレイの明るさを調整します。数値びルさくなるほ 
ど暗くなります。 

遇}只頂目： 一 2、 一 1、 Off * (最も明るい） 

I 非操作時の明るさ 

サブメニューま示 ： Auto Dimmer 

r 操作時の明るさ」の設定値を基準として、通常時 
(本体/ U モコンキー非操作時）のフロントパネル 
ディスプレイの明るさを調節します。数値びルさく 
なるほど暗くなります。 

遇巧頂目： Disp . Off {巧表示)、 一 3、 一 2、 一 1、 
Off * {最ち明るい） 
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拡張メニュ ー 


◎電源（の）キーを押して、本機の電源 
をスタンバイにずる。 

本体の INPUT キーを押しなび5、リモ 
コンの© 電源（の）キーを押して電源を 


オンにずる。 


フ□ントパネルデイスプレイに 
「ADVANCED SETUP 」 と表示されます。 


夕本体の INPUT キーをはなず。 



A の A /〇 ▽キーで、設定したいメニュ ー 
1をフ□ントパネルディスプレイに表示さ 
せ、 〇 ミ夫定キーを押ず。 1 ) 

キーを押して、設定を変更 

ずる。 2 ) 

6 © 電源（の）キーを押して、電源をスタ 
ンバイにする。 

再度© 電源（む）キーを押して電源を入れる 
と、設定されます。 


設定項目 

内容 

選択項目/調整節囲 

TURN ON VOLUME 

起動時の音量 

OFF * (設定しない)、 0] 〜9目、 MAX 撮大） 

MAX VOLUME SET 

宣量最大値の制限 

0] 〜99、 MAX * (最大） 

PANEL INP . KEY 

本体 INPUT キーの有効/無効 

P . INPUT :0 N * (有効） 

P . INPUT:OFF (無効） 

F.PANEL KEY 

本体操作キーの有効/無効 

F . PANEL :0 [\r (有効） 

F.PANELOFF (無効） 

R.INPUT POWER 

スタンパイ状態から U モコンの入力選択 
キーで起動する 

R.INPUT PW : 日 FP (起動しない） 

R.INPUT PW :0 N (起動する） 

冉 C ON STANDBY 

本機への電源供給び回復したとをの状態 

AC STANDBY:OFP (電源遮断前の状態） 
ACSTAND 日 Y :0 N (スタンバイ状態） 

FACTORY PRESET 

設定の初期化 

PRST : 巳 ANCEL * (初期化しなし'〇 

PRST:RESET (初期化する） 



ひとつ前の表示に戻0たい 場合は、© 戻るキーを巧して 設定値のド」は初期設定を表しています。 

くださし、。 
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旧つ たとをは 

困ったとさは 

ご使用中に本機び正常に作動しなくなった場合は下記の点をご確認ください。対処しても正常に動作しない 
場合や、下記かで異常び認められた場合は、本機をスタンバイ状態にし、 電源 プラグをコンセントから抜 
いてから、お 買 上げ店またはヤマ八修理ご巧談センターにお問い合わせください。 

1 全般 




症が 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

本機が正常に作動しない 

内部マイコンびが部電気ショック（落 
雷または過度の静電気)、または電源電 
圧の低下によりフ U —ズしている。 

コンセントから電源プラグを损を、約3曰砂 
後にちラー度差し込んで < ださい。 

— 

電源 （&) キーを 押して 
ち電源が入 5 ない/ずぐ 

電源コードがしっか 0 接続されていな 
い。 

電源コードび正しくコンセントに接続されて 
いることをご確認ください。 

6 

1* •電源が切れてしまラ 

内部マイコンび外部電気ショック（落 
霞または過度の静電気）、または電源電 
圧のほ下によりフ U —ズしている。 

コンセントから電源プラグを损を、約30秒 
後にちラー度差し込んで < ださい。 

— 

使用中に突然電源が切れる 

機器内部の温度び上昇したため、保護 
回路び働走電源び切れた。 

温度び下びるのを待って（約]時間程度)、 
電源を入れ直してください。 

— 


ス U —プタイマーび作動した。 

電源を入れてソースを再生し直して<ださい。 

12 


YID - W 10 を使用中、 「 Interlock 」 び 
「 On 」 に設定されている状態で、無線 
び切断されてしばら<経過したために 
電源び切れた。 

無線接続を再開するか、 iPod / iPhone の音 
声を検知させて、本機の電源をオンにする。 

— 

音声が出ない 

再生機器びしっかり接続されていない。 

接続を確認してください。 

6、7 


再生したいソースび正し<選ばれてい 
ない。 

INPUT キーや入力選択キーで、再生したい 
ソースを正し < 選んで < ださい。 

10 


音量びかさい。 

音量を大さ< してください。 

10 


消音されている。 

消音キーまたは音量+/—キーを押して消音 
を辭除して < ださい。 

10 


本機で再生でをない信号び入力されて 
しぶ。 

本機で再生可能な信号のソースを再生してく 
ださい。または再生機器の設定を変更してく 
ださい。 

— 


rSuppo け」を 「 other 」 に設定してい 
る。 

「 YRS 」 に設定してください。 

19 


「 HDMICtrl 」 び roffj に設定されて 
し1る。 

ARC (オーディオ U ターンチヤンネル）対応 
のテレビと本機を HDMI ケーブルのみで接続 
する場をは 、 「HDMI Ctrl 」 を「加」に設定 
して < ださし、 

19 



本機の光デジタル入力（テレビ）端子とテレ 
ビの音声出力端子を光ファイバーケーブルで 
接続して < ださい。 

7 


へッドホンび接続されている。 

--- 


有線放送などでエフェク 
トチャンネルの音がノイ 
ズになる 

あらかじめソースにサラウンド効果び 
かかっている。 

本機でサラウンド効果をかけないでください。 

— 

特定のチャンネル音青び 
出ない/はつをり 聞 こを 
ない 

該当チャンネルの音量び絞られている。 

該当チヤンネルの音量を調節してください。 

11、]日 

ステレオ再生している。 

サラウンド再生してください。 

11 

十分なサラウンド効果び 
得 5 れない 

本機と再生機器やテレビをデジタル接 
続している場合に、再生機器やテレビ 
のデジタル出力設定び有効になってい 
ない。 

再生機器やテレビ’側の設定を確認して < ださい。 

— 

内蔵ヴブウ ー ファ ー か 6 
音声が出ない 

再生しているソースに LFE や低音信号 
び含まれていない。 


■ —- 


サブウーファーのレベルび低い。 

サブウーファー+キーを押してレベルを上げ 
て < ださい。 
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困ったとさは 



を状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

了 レビ画面に映像か表 
されない 

HDMI ケーブルまたは映撒巧ケーブル 
びしっか0接続されていない。 

接続を確認してください。 

巨、7 


テレビの入力切替び正しく設定されて 
いない。 

テレビの入力を切り誓えて<ださい。 

— 

デジタル機器や高周液機 
器か 5 の雑音を受けてい 
る 

本機とデジタル機器や高周波機器の設 
置場所び近すざる。 

本機からそれらの機器を離してください。 

— 

設定した内容が変わって 
しまラ 

「HDMI Ctrl 」 び rOnJ に設定されて 
いるとを、テレビの仕様によっては、 

チヤンネルを変えるなどのテレビの操 
作で、サラウンドモードなどの本機の 
設定び変更される。 

「HDMI Ctrl 」 を roff 」 に設定するか、本機 
の U モコンで再度設定して < ださい。 

19 

HDMI コント□—ル機能 
が正常に動作しない 

「 HDMI ひ「1」び roffj に設定されて 
いる。 

「 On 」 に設定して<ださい。 

19 


テレビのコント□ール機能設定び有効 
になっていない。 

テレビ側の設定を確認して < ださい。 

— 


規格の制限台数を超える HDMI 機器を 
接続している。 

接続している HDMI 機器の数を減らしてくだ 
さい。 

— 

rup SyncJ を ronj 
に設定してち効果び感じ 

5 れない 

テレビが U ップシンクの自動補正機能 
に対応していない。 

rUp Sync 」 を 「 Off 」 に設定し、遅延時間を 
手動で設定してください。 

18 

キー操作時に 「Not 
Available 」 と表おされる 

操作したキーは現在の状態では機能し 
ません。 

^~^^ 

--- 

1 リモコン 

症状 

原因 

対策 

参照 

ぺージ 

リモコンで本機を操作で 
をない 

U モコン操作範囲からはずれている。 

本体の U モコン受光部から巨 m しツ内、角度 

30°し U 内の範囲で操作してください。 

巳 


受光部に日光や照明（インバーター壁光打 
やスト□ボライトなど）び当たっている。 

照明、または本体の向をを蜜えてください。 

— 


乾電池び消耗している。 

乾電池をずべて新品に交換してください。 

已 


I iPod / iPhone 


〇ごを意 

ディスプレイに表おされる下記のメッセージ LU 外で不具合びおこった場合は、お使いの iPod / iPhone の接続を確認し 
て < ださい。 


メッセージ 

内容 

対策 

参照 

ぺージ 

Connect error 

iPod / iPhone との通信に問題び発生 
しています。 

本機の電源をオフにし、ヤマノ V 製 iPod ュニバー 
サルドックを接続し直してください。 

14 



iPod / iPhone をヤマ A 製 iPod ュニノ くーサル 
ドックにセットし直してください。 

14 

Low Batt 白 ry 

iPod / iPhone のバッテ U — び残りわ 
ずかでず。 

-- ^ 

- -— 

Unknown iPod 

本機に対応していない種類の iPod / 
iPhone び接続されています。 

本機に対応した iPod を接続して<ださい。 

14 
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困ったとさは 


メッセージ 

内客 

対策 

参照 

ぺージ 

Connect 白 d 

iPod / iPhone びヤマノ V 製 iPod ュニ 
バーサルドックに正しく接続されました。 

--- 、 

■ ---^ 


iPod/ iPhone びヤマ A 製ワイヤレス 
トランスミッターに正しくセットされ、 

本機と無線接続しました。 

^^ ^ ^^ 

' ~~-— 

Disconnected 

iPod / iPhone び巾マノ V 製 iPod ユニ 

--、 


バーサルドックから取りはずされました。 

——^ 

-- 


本機と iPod / iPhone のお線接続び切 
断されました。 

- - -^ 

■ —- 

Unable to play 

何らかの原因で iPod / iPhone を再生 
でをません。 

iPod / iPhone に保存されている曲び再生可能で 
あるか確認して < ださい。 

— 

Char 呂 in 邑 

iPod / iPhone を充電していまず。 

-- 


1 团 uetooth 




O ご注意 

ディスプレイに表示される下記のメッセージしソ外で不具合びおこった場合は、お使いの目 luetooth 機器を確認してください。 

メッセージ 

內客 

対策 

参照 

ぺージ 


Searching... 


ヤマ八製 Bluetooth ワイヤレスオーディ 
オレシーバー ( YBA -10) と Bluetooth 
機器びペア U ングしています。 

ヤマ A 製团 uetooth ワイヤレスオーディ 
オレシーパ'- (Y 目 A -10) と目 luetooth 
機器び接続を確立しています。 


Completed 

ペア u ングび完了しました。 

Canceled 

ペア u ングがキャンセルされました。 

Not available 

ヤマ A 製臣 luetooth ワイヤレスオー 
ディオレシー バー (Y 目 A -10) と 
Bluetooth 機器び接続されているとき 
にペア U ングしています。 

Gonn 色 ct 巨 d 

ヤマ A 製巨 luetooth ワイヤレスオー 
ディオレシー バー (Y 目 A -10) と 
Bluetooth 機器の接続び確立しました。 

Disconnected 

ヤマ A 製团 uetooth ワイヤレスオーディ 
オレシーパ'- (Y 目 A -10) と目 luetooth 
機器の接続び切断されました。 

Not found 

ペア U ングや接続しているとをに、 
Bluetooth 機器び見つかりませんでした。 


(ペア U ング時） 

-ペア U ングは、本機と Bluetooth 機器で同時に 
する必要びあります。 Bluetooth 機器側もペア 
リングモードになっているか確認してください。 

脂続時） 

- Bluetooth 機器の電源びオンになっているか確 
認してください。 

-ヤマ八製团 uetooth ワイヤレスオーディオレ 
シーバーと目 luetooth 機器の距離び ] 0 メート 
ル ULb 離れていないか確認してください。 

-日 luetooth 機器と本機びペアリングされていな 
い可能||まびあります。再度ペア U ングして<だ 
さい。 


] 已 


ごぶこ 本機をリセツトずる 

本機の操作びでさなくなったとさなどに、 U セツトすることで問題び解決する場合びあ0ます。 
本機を U セツトするには、本体の電源キーを]0砂政上押し続けてください。 
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本傑にごいて 


フ□ントパネル（前面） 



〇 フ□ントパネルディスプレイ 

再生の状態や設定値などを表示します 
(防 2已ぺージ）。 

©へ ッドホン端子 

へッドホンのプラグを差し込みます12ページ）。 

0 リモコン受光部 

U モコンの赤外線信号を受信します27ページ)。 

〇 SURROUND STATUS ィンジヶーター 

入力信号に合わせて点打します。 


0 VOLUME +/- キー 

音量を調節します（■3"10ページ)。 

〇 INPUT キー 

再生する機器を選択します （>^10 ページ)。 

〇 の（電源）キー 

電源のオン/スタンバイを切り替えます。 

' 

〇ごを意 

スタンバイになっているあいだも、 HDMI 信号 
を検巧したり、 U モコンからの赤外線信号を受 
信するために、少量の電力を消費しています。 

〇 システムインジケーター 

システムの状態を表示します。 


点打 

電源 

HDMI Ctrl 
(陪19 ぺージ） 

Interlock 

(陪1 已ぺージ） 

緑 

オン 

- 

— 

赤 

スタンバイ 

加 

- 

スタンバイ 

- 

加 

消な 

スタンバイ 

Off 

Off 


表示 

入力信号 

青 

UTF のフオーマツトのサラウンド音声信号 
ドルビー TrueHD、 ドルビーデジタルプラ 
ス、 DTS-HD マスターオーデ ィオ、 DTS- 
HD 八イレゾ U ユーシヨン、マルチチヤン 
ネルリニア PGM 

オレンジ色 

上記!;*(外のサラウンド音声信号 

消灯 

無信号またはステレオ/モノラル音声信号 


各部の名称とはた5き 


本巧について 


安を上のごを意 
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各部のを称とはた 5 を 

I リアパネル谱耐 



〇 電源コード 

AC コンセントに接続しますぺージ)。 

0 HDMI 出力 （ ARC ) 端子 

テレビや他の外部機器と HDMI 接続します 
(防■己ぺージ）。 

0 HDMI 入力端子 

ブルーレイディスクレコーダーやチューナー、ゲー 
ム機などと HDMI 接続します〇己、 7 ぺージ)。 

〇 光デジタル入力（テレビ）端子 

テレビと光デジタル接続します己ページ)。 

包 光デジタル入力1端子 

外部機器と光デジタル接続しますページ)。 


〇 同軸デジタル入力2端子 

外部機器と同軸デジタル接続します {^ 7 ページ)。 

〇 オーディオ入力3端子 

外部機器とアナ□グ接続しますページ)。 

包 ドック$嵩子 

別売のヤマ八製 iPod ユニバーサルドックやワイヤレ 
スシステム、 Bluetooth ワイヤレスオーディオレ 
シーバーを接続します（"^14、1已ページ）。 

© ビデオ出力端子 

iPod/iPhone の映像を再生するためにテレビの映 
像入力端子と接続します。 


I フ□ントパネルディスプレイ 



〇 HDMI インジケーター 

HDMI 信号を入力しているとをに点打します。 

〇 SLEEP インジケーター 

ス U —プタイマーを設定しているとをに点灯します 

(陽 •12 ぺージ）。 

0 DUAL インジケーター 

BS / CS /地上デジタルの音声多重放送び入力され 
ているとさに点なします12ぺージ)。 


〇 VOLUME インジケーター 

現在の音量を表示します（《^10ページ)。 

包 マルチインフォメーションディスプレイ 

設定値などの情報をアルファべットや数字で表示し 
ます。電源オン時には、再生する機器名と現在の音 
声出力ち法び表示されます。 
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各部の名称とはた 5 を 


I リモコン 


ホ外線信号送信部 



Q 包0 入力選択キー 

再生する機器を選択します（》^10ページ)。 

0 サラウンドキー 

サラウンド再生に切り替えます （<^11 ページ）。 


0000 メニュ ー (A) キー、巧定キー、 M ィ 
(づ）キ ー、 w (0) キ ー、►り （▽) キー 

• 設定を変更します（《^17ページ）。 

• iPod を操作します。 

©戻る キー 

ひとつ手前のメニュー表示に戻します。 

⑩ ヴブウーファー （+ / —）キー 

サブウーファーの音量のバランスを調節します。 

©スリ ープキー 

ス U - プタイマーを設定します （^12 ページ)。 

©電源 （の） キー 

電源のオン/スタンバイを切り替えます 

(陽10ぺージ）。 

〇 サラウンド モー ド キー 

サラウンドモードを切り替えます1ページ)。 

@ ユニボ U ュームキー 

ユニボ1」ューム機能のオン/オフを切0替えます 
oil ぺージ）。 

©エン 八ンヴーキー 

5ュージックエン八ンヴーのオン/オフを切り替え 
ます（•3-11ページ）。 

© ドックキー 

iPod / iPhone または Bluetooth 機器を選択します 
014、15ぺージ)。 

©オプション キー 

入カソースごとの設定（オプションメニュ ー) に入 
ります0^13ぺージ）。 

©▲/▼キー 

. iPod ホイールを操作します（陽 ■14 ぺージ）。 
.▲キー：デジタル音声を重の設定を切り替えます 
12ページ）。 


©ステレオ キー 〇 音量 （+/-) キー 

ステレオ再生に切り替えます (陽 ■! 1ページ)。 音 重を 調節します （-^10 へージ)。 


©設定 キー ⑩ 消音キー 

設定メニューに入ります0^17ページ)。 一時的に消音します （"^ lo ページ)。 


©表示 キー 〇 レベルキー_ 

フロントパネルディスプレイに表示する情報をな下再生中に音量バランスを調節します1ページ)。 
のよラに切り替えます。 

• Audio Decoder :使用中の音声信号デコーダー 
. Input / 日 utput : 入力名/サラウンド（ステレオ） 

トド 
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技術/用語解説 


I エアサラウンド-ェクスト U - ム I サンプリング周波数 


本機は新しいノ（ーチャルサラウンド技術とアル 31 」 
ズムを搭載してお D ます。壁の反射を利用せず、フ 
□ントスピーカーのみで 7 ch サラウンド効果を生み 
出すことび可能です。 

通常、已 .1 チャンネルのサラウンドをお楽しみいた 
だくには、フ□ントス ピーカー (2 本）、センター ス 
ピーカー (1 本)、サラウンド スピーカー に本)、ヴ 
ブウーファー （1 本）びか要です。 


標準的な日. 1 チャンネルスピーカー 
システム 


フ□ントスピーカー 



パーチヤル 7.1 チヤンネル 

エアサラウンド-エクスト U - ム技術を用いること 
により、本機だけで、サラウンド、サラウンドバッ 
クを含む 7.1 チヤンネルの臨場感をお楽しみ頂くこ 
とびでをます。 


「本機のサウンドイ メージ 1 



本機は内蔵のスピーカーで 7.1 チヤンネルのヴラウ 
ンド効果をつくりだします。 

C :センタースピーカー 

FR、FL :フロント スピーカー 

SR、SL :サラウンド- バー チヤルス ピーカー 

SBR、SBL サラウンドバック' パーチヤルスピーカー 


アナログ音声信号をデジタル信号化する際に、1秒 
間にヴンプ U ング（信号の大ささを数値に置を換え 
ること）を行ラ回数をヴンプ U ング周波数といいま 
す。再生でをる周波数帯は r ヴンプ U ング周波数」で 
ミ夫まり、ヴンプ U ング周波数び高いほど再生可能な 
音域び広びることにな D ます。 

I チヤンネル ( ch ) 

音域の範囲や他の性質の違いによって分類された 
オーディオの種類です。 

例： 7.1 チャンネル 

• フ□ントスピーカー、左 （ Ich )、 ち ( 1 ch ) 

• センタースピー カー (1 ch ) 

. サラウンドスピーカー、左 （ Ich )、 ち ( Ich ) 

. サラウンドバックスピーカー、左 （ Ich )、 ち （ Ich ) 
•サブウーファー (Ich X 0.1* = 0.1 ch ) 

* さらに超低音を出すためのチャンネルです。音声 
の帯域が低域のみに制限されているため、日.1と 
表現されます。 

I ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャン 
ネル音声を再生でをるデジタルサラウンドシステム 
です。全帯域の音声成分を持つフロント3チャンネ 
ル（フロント左/ち、センター)と、サラウンド2 
チャンネル（サラウンド左/ち)、ほ音域専用の LFE 
チャンネルの合計已 .1 チャンネルで構成されます。 
サラウンド2チャンネルびステレオで収録されてい 
るため、ドルビーサラウンドと比較して、音の移動 
感や周囲の環境音びより明確にな D ます。全帯域の 
已チャンネルの幅広いダイナ5ックレンジと正確な 
音の定位によって、これまでにない迫力と現実感を 
再現でをます。 

I ドルビーデジタルプラス 

ブルーレイディスクなどの;欠世代光ディスクや、デ 
ジタルテレビ向けに開発された高品質音声フォー 
マットです。ブルーレイディスクでオプション採用 
され、最大 7. Ich のディスク U — 卜音声信号を、最 
大転送レート己 Mbps で収録可能です。 
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巧術/用語解説 


I ドルビープ□□ジック llx 

ドルビープ□□ジックIIの上位規格で、ステレオ信号 
やマルチチャンネル信号を 7. 1 ch で再生するための 
技術です。ドルビープロロジックIIの已 . 1 ch に巧し、 
サラウンドバックの 2ch び追加されています。再生 
するソースに合わせて、映画用の Movie モード (2ch 
信号入力時のみ）と音楽用の Music モード、ゲーム 
用の Game モードの3つび巧意されています。 

I ドルビー TmeHD 

ブルーレイディスクなどのな世代光ディスク向けに 
開発されたロスレス（可逆型）高品質音声フォーマッ 
卜です。ブルーレイディスクでオプション採用され、 
9己 kHz/24bit 時には最大 8ch のディスク U - 卜音 
声信号を、最大転送レート1 8Mbps で収録可能です。 

AAC (アドバンスト-才ーディオ- 
コーディング） 

MPEG-2/MPEG-4 才ーディオ規格に含まれるデ 
ジタル圧縮オーディオ信号です。 BS /地上デジタ 
ル放送で採用されています。最大で已 .1 チャンネル 
音声までを効率良<圧縮して記録、伝送でさます。 

I Deep Color 

本機の HDMI 端子び伝送可能な映像信号です。 RGB 
または YCBCR 信号の処理を、従来の8ビットに巧 
して10/12/1已ビットで処理することで、より 
豊かな色調表現び可能です。表現でをる色の数び従 
来の数百万色から数億色に増えたことにより、グラ 
デーションの表現力や暗部のディテール再現力び向 
上し、カラーバインディング（しま模様状になる色 
の変化）の少ない画像を楽しめます。 

I DTS 

DTS 社び開発したデジタル•サラウンド•フォー 
マット（音声圧縮技術）で、 DVD などに使用されて 
います。ドルビーデジタルよりちほい圧縮率を採用 
しており、ク U アで厚みのある音質で已 .Ich ヴウン 
ドび再生でをます。 

DTS - HD ハイレゾリユーション 
オーディオ 

ブルーレイディスクなどの次世代光ディスク向けに 
開発された高品質音声フォーマットです。フルーレ 
イディスクでオプション採用され、9己 kHz/24bit 
で最大 7.Ich のディスク U — 卜音声信号を、最大転 
送レート己 Mbps ロルーレイディスクの場合）で収 
録巧能です D 


I DTS-HD マスターオーディオ 

ブルーレイディスクなどの;欠世代光ディスク向けに 
開発されたロスレス（可逆型）高品質音声フォーマッ 
卜です。ブルーレイディスクで標準採用され、 
96kHz/24bit で最大 7. 1 ch のディスク U- 卜音 
声信号を、最大転送レート24.已 Mbps (ブルーレイ 
ディスクの場合）で収録可能です。 

I HDMI 

世界業界標準規格である HDMI (High-Definition 
Multimedia Interface Specification) 規格に準じ 
た、次世代テレビ向けのデジタルインターフェース 
です。著作権保護技術 （HDCP : High-bandwidth 
Digital Content Protection System ) に対応し 
ているため、デジタルビデオ/オーディオ信号をデ 
ジタルのまま劣化させることなく、 ] 本のケーブル 
で伝送でさます。 

PCM (パルス•コード.モジュ 
レーシヨ ン） 

アナログ信号をデジタル信号に変換する代表的なち 
式です。 PCM は非常に短<区切った単位時間あたり 
の信号レベルを符号化（コード化）します。 MP3 形 
式や ATRAC 形式のよラな圧縮処理を用いないこと 
から、 U ニア PCM とを呼ばれています。 CD や DVD 
オーディオの録音方式などに採用されています。 

I x . v.Color 

本機の HDMI 端テび伝送可能な映像信号です。色空 
間規格の一つで、 sRGB 規格より広い色空間を持っ 
ているため、今まででをなかった色の表現び可能で 
す。 sRGB 規格の色域との互換性を確保しなびら色 
空間を拡張し、より辭明で自然な映像になっていま 
す。特に静止画や CG で高い効果び得られます。 


本機について 


まを上のごを意 


29 Ja 









主な仕様 


アンプ部 

• 定格出力 

フ□ント L/R ( IkHz 、 ] o / oTHD 、6 Q ). 4已 V \/+4 已 W 

センター (1 kHz 、] o / oTHD 、6 a ).4 已 W 

サブゥーファ ー(100 Hz 、]% THD 、3 a ).90 W 

• 実巧最大出力 

フ□ント L/R ( IkHz 、 10口/ oTHD 、 已 n ). 已 0 V \/+ 已 OW 

センタ _(] kHz ' 100 / oTHD 、6 a ). SOW 

サプウーファー ( lOOHz 、 100 / oTHD 、 3が . 1 OOW 

スピーカー部 

. 型式 . 密閉/が防磁型 

. スピーカーユニット（フルレンジ） . 4 X 10 cm コーン 

• 再生周波数帯域 . 1 40 Hz 〜 20 kHz 

. インピーダンス . 巨 n 

サブウーファー部 

. 型式 . バスレフ方式/非防磁型 

. スピーカーユニット（フルレンジ） .13 cm コーン 

• 再生周波数帯域 . 3已 Hz 〜140 Hz 

. インピーダンス .3 a 


入力端子 

• オーディオ入力 
光デジタル . 


. 2個（テレビ、入力 1) 

同軸デジタル . 


. 1個（入力 2) 

アナ□グ . 


. 1組（入力 3) 

. HDV 1 I 入力 . 


. 3個 （HDMI 入力 1-3) 

出力端モ 

. HDMI 出力 . 


. 1 個 

• ビデオ出力 （ NTSC 、 

コンポジット映像、1 .0 Vp - p ).] 個 

. ヘッドホン出力り kHz ' 460 mV 入力、 ] 日が . 220 mV 

総合 

• 電源電圧 . 


. 冉 C 100 V 、 已0/巨曰 Hz 

• 消費電力 . 


.42 W 

• 待機消費電力 

( HDMI コント□-ル 

オン時）.... 

. 已 .0 W 未満 

( HDMI コント□-ル 

オフ時）.... 

. 日.己 W 未満 

• マ法（幅 X 高さ X 奥行さ） . 

... 1000 X 450 X 450 mm 

• 質量 . 


. 3已.已 k 邑 


仕様、およびが観は、改良のため予告なく変更することびあ0 
ます。 



本機は新しいバーチャルサラウンド巧術とアル 3 U ズムを搭載し 
ております。壁の反射を利用せず、フ□ントスピーカーのみで 
7 ch サラウンド効果を生み出すことび可能です。 


田 DOLBY 

trueIeI 

ドルビーラボラト U —ズからの実施権により製造されています。 
「ドルビー 」、 「PRO L 日 G に」 rSurroundEX 」 およびダブル D 記 
号□□は、ドルビーラボラト U —ズの商標です。 


BluetoothTM 

Bluetooth は 、 Bluetooth SIG の登録商標でありヤマ A はライセ 
ンスに基づさ使用していまず。 

Homi 

HDMI、HDMI □ユおよび Hi 呂 h-Definition Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensing , LLC の商標または登録商標です。 

x.v.Color 

fx . v . ColorJ は商標でず。 


藝 ctts~HD 

米国特許番号： 5,451,942;已，日已巨,巨74:己,974,380: 

巳,978,7巨2;巨.22巨，巨1巨： 6,487，百3巳： 7.212,872: 
7.333,929: 7.392,1 9日； 7.272,567及び、その化米国や世界 
各国に出願し権利を保有する特許に基づを製造されています。 

DTS と DTS - HD 、 またそのシンボルマークは DTS , Inc . の登録 
商標でず。 DTS - HD 、 DTS - HD マスターオーディオ及び DTS ® 
□ 3’ は DTS , Inc . の商標でず。「製品」にはソフトウェアを含みま 
す。 © DTS . Inc . 不許複製。 


iPocT" 、 iPhone … 

iPod は、米国およびその他の国々で登録されている Apple Inc . 
の商標です。 

iPhone は 、 Apple Inc . の商標です。 


音を楽しむエチケット 



楽しい音楽ち時と場所によっては大蜜気に 
なるちのでず。隘近所への配慮を十分にし 
ましよラ。静かな夜間にはルさな音でをよ 
<通り、特に低音は巧や壁などを伝わりや 
すく、思ね插ところに迷惑をかけてしまい 
ます。 

適当な音量をわびけ、窓を閉めたり、へッ 
ドホンをご使用になるのを一つの方法です。 
宣楽はみんなで楽しむちの、お互いにむを 
配り快適な生ま環境を守0ましよラ。 


tfn/Volume 

r ユニボ U ューム」 rUrWolume 」 は、中マノ V 株式尝社の商標です。 


AAC ロコマークはドルビーラボラト U —ズの商標 
です。 

しソ下はパテントナンバーです。 


扇 

AAC 

08/937,9己0已，巨33,981 


已 84839] 

己,291，已已7 
己,4已1,9已4 
已400 433 
已，222，189 
已，3已7,已94 
已7已2吕2已 
已，3白4,473 
已，已83,9巨2 
已，274,740 


己297 23巨 
4,日] 4,7曰] 
己,23己,巨 7] 


己,已79,430 
08/巨78,巨巨巨 
98/曰3037 
97/曰287已 
97/02874 
98/曰3036 


已,227,788 
己，28日.498 
已,481，巨14 
已，已92,己84 


已,299,239 
己299,240 
己,197,087 
己,490,170 
已 .2 巨4,84巨 


07/巨40,已己曰已,781，扫88 

08/039,478已 .2 巨 8.6 S 已 
08/211,曰47已 .37 已 .189 
已 .70 3,9白白 已，已81,6已4 
08/己己7,046日已 -183.988 
08/894,844已.已 4 S . 已74 
已 .2 白白，238 08/己曰巨,729 
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まな仕様 


巧応ずる信号 


I HDMI 


本機び受信可能な音声信号 


音声フォーマット 

詳細 

ディスク（例） 

2チヤンネルリニア PCM 

2 ch 、 32-]日 2 kHz 、16/20/24 bit 

CD 、 DVD - Video 、 DVD-Audio 

マルチチヤンネルリニア PCM 

8 ch 、 32-]日 2 kHz 、16/20/24 bit 

DVD - Audio 、 プルーレイディスク 、 HD 
DVD 

ビットスト IJ ーム 
( SD 才ーディオ） 

ドルビーデジタル、ドルビーデジタル 

EX 、 DTS 、 DTS - ES、AAC 

DVD-Video 

ビットストリーム 
( HD オーディオ） 

ドルビー TrueHD 、 ドルビーデジタルプラ 
ス、 DTS-HD マスターオーディオ、 DTS - 
HD A イレゾ U ユーシヨンオーディオ 

ブルーレイディスク 、 HD DVD 


ご、おこ 

• 本機へ接続するち法について詳しくは、再生機器の取扱説明書をご覧ください。 

. お使いの DVD プレーヤーによっては、コピープ□テクトびかかった DVD オーディオを再生する場を、映像信号および 
音亩信号び出力されないことびあります。 

. 本機は HDCP 非対応の、 HDMI や DVI 端子を装備したテレビやプ□ジェクターには対応していません。 HDCP 対応の 
有無については、お使いの HDMI 機器や DVI 機器の取扱説明書をご覧ください。 

. ビットストリーム音声信号をデコードするには、再生機器がビットスト U —ム信号をそのまま出力するよラに、再生機 
器で設定を変更してください。詳しくは、再生機器の取扱説明書をご覧ください。 


本機が伝送巧能な映像信号 1 ) 

一解像度 

• 48CH/60HZ 
• 己7巨ン巳 OHz 

• 480p/60Hz 
• 己7巨 p/ 已 OHz 

• 720p/60Hz. 巳 OHz 
• 1曰80ン巨 OHz. 已 OHz 

• 1080 日/日 OH 之. 已 OHz. 24Hz 
— Deep Color 
— x . v.Color 
一 3 D 映像信号 


I デジタル音芦（光-同軸) 


音声フォーマット 

詳細 

ディスク（例） 

2チヤンネルリニア PCM 

2 ch 、 32-日巨 kHz 、 1已 /20/24 bit 

CD 、 DVD - Video 、 DVD-Audio 

ビットスト IJ ーム 

ドルビーデジタル、ドルビーデジタル 

EX 、 DTS 、 DTS - ES、AAC 

DVD-Video 



接続したテレビによ0、対応する映像信号は変わります。 


本»について 


巧を上©ごを意 
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安全上のご注意 

ご使用の前に、おずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。 


ここに示したま意事項は、製品をを全に正しくご使用いただき、お客様や他のち々へのち害や財産への損害を 
未然に防止するためのちのです。必ずお守りください。 

お読みになったあとは、使用されるちびいつでも見られる所に必ず保管してください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあ0ます。 


/!\/^ 

「ご注意ください」という注意喚起を示しまず。 

0®®®® 

「〜しないでくださし、」という「禁止」を示しまず。 

〇を 

r 必ず実行してください」という強制を示しまず。 


■ 「警告」と「注意」について 


下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大ささと切迫の程度を明示するために、 
r 警告」と「を意」に区分して掲載しています。 


と t この表示の欄は、「死亡ずる可能性または重傷を 

cq 負ラ可能性が想定される J 内容でず。 


A 警 



電源/電源コード 


〇 電源プラグは、見える位置で、手が届<韓囲のコン 
セントに接続ずる。 

万一の場合、電源プラグを容易に引さお<ためです。 

必ず実行 


を 

プラグを巧< 


下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグを 
コンセントから巧く。 

♦ 異常なにおいや音がずる。 ♦ 異常に高温になる。 
♦内部に水や異物が混入した。•煙が出る。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因にな0ます。 


〇 本機のむキーでスタンバイ状態にしてち、本機はま 
だ通電：!犬態にありまず。 

本機を完全に電源から切り離ずためには、電源コー 
おず実行 ドをコンセントから巧いてください。 


電池 


Q 電池を充電しない。 

電池の破裂や液ちれによ0火災やけびの原因になります。 

禁止 


電源コードを傷つけない。 
f XI ♦重いらのを上に載せない。 

V ゾ ♦ ステープルで止めない。 • 加工をしない。 

禁止 ♦ 熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

芯線びむき出しのまま使巧すると、火がや感電の原因に 
なります。 


〇 必ず AC 100 V (日 0/60 HZ ) の電源電圧で使用ずる。 

それ政外の電源電圧で使巧すると、火がや感電の原因に 
なります。 

必ず実行 


Q 電池からちれ出た液には直接视れない。 

液び目や□に入ったり、巧虜についたりした場合はすぐ 
に水で洗い流し、医師に相談してください。 

禁止 


電池を加熱•巧解したり、直射日光にさらしたり、 
IX1 火や水©中へ:ない。 

V ^ 破裂や液ちれにより、火災やけびの原因になります。 
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分解禁止 


分解禁止 


分解-改造は厳禁。キャビネットは絶巧に開けない。 

火がや感電の原因にな0ます。 

修理-調整は販売店にご依頼ください。 


設置 


本機を下記の場巧には設置しない。 
♦ 浴室*台巧- ミ 毎岸-水辺 
♦ 加湿器を過度にきかせた部屋 


水めれ禁止参雨や雪、水びかかるところ 

水の混入により、火災や感電の原因になります。 


〇 

禁止 


巧熱のため本機を設置ずる際には： 

♦ なやテーブルク□スをかけない。 

♦ じゅラたん-カーぺットの上には設置しない。 

♦ 仰向けや横倒しには設置しない。 

♦ 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。 

(本機の周囲にをち 5 cm 、 背面己 cmiu 上のスぺースを確 
保する。） 

本機の内部に熱びこち0、火災の原因になります。 


使用上のを意 


ポート（背面開口部）などに異物を入れたりしない。 

火がや感電の原因になります。 

〇 

おず実行 

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず 
.眼売店に点検や修理を依頼ずる。 

そのまま使用すると、火がや感電の原因になります。 

接独禁止 

雷が鳴りはじめた5、電源プラグには細れない。 

1感電の原因になります。 


本機の上には、花瓶.植木鉢.コップ.化粧品. 
薬品-□ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火災や感電の原因になります。 
接觸面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因 
になります。 

手入れ 


〇 

必ず実行 


電源プラグのコ ’ S やほこりは、定期的にとり除く。 

ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグびショー 
卜して火災や感電の原因になります。 


A 注意 


この表示の欄は、「傷害を負ラ可能性または物的 
損害が発をずる可能性が想定される」内容でず。 


電源/電源コード 


を 

プラグを巧く 


長期間使用しないとをは、於ず電源プラグをコンセ 
ントから巧く。 

火がや感電の原因にな0ます。 


(§) 

めれ手禁止 


めれた手で電源プラグを巧さ差ししない。 

感電の原因になります。 


禁止 


電源プラグを巧くとさは、電源コードをひっぱら 
ない。 

コードび傷つさ、火がや感電の原因になります。 


〇 電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し 
込む。 

差し込みび不充分のまま使用すると感電したり、プラグ 
必ず実行にほこりび堆積して発熱や火災の原因になります。 


禁止 


電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセ 
ントは使用しない。 

感電や発熱および火がの原因になります。 


電池 


〇 電池は極性表示ヴラス+とマイナスー)にがって、 
正しく入れる。 

間違えると破裂や液われによ0、火がやけびの原因にな 

おず実行 0ます。 




指定 LU 外の電池は使用しない。また、種類の異なる 
電池や、新しい電池とちい電池を ミ 昆ぜて使用しない。 

破裂や液われにより、火がやけびの原因になります。 


禁止 


Q 電池と金属片をいつしょにポケットやバッグなどに 
入れて携帯、保管しない。 

電池びショートし、破碧や液ちれにより、火がやけびの 
禁止 原因になります。 


Q 


電池を加熱•分解したり、乂ゃ水の中へ入れない。 

破裂や液われにより、火がやけびの原因になります。 


禁止 


安を上©ごを意 
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o 

化ず実行 

使い切った電池は、ずぐに電池ケースから取り列ず。 

破裂や液ちれにより、火災やけびの原因にな0ます。 

o 

化ず実行 

使い切った電池は、自治体の条例または取りミ央めに 
従って廃棄ずる。 

設置 

〇 

おず実行 

必ず吕人 ULt で栖包を開き、持ち運びをずる。 

重いので、けびの原因にな0ます。 


不ま定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

1 本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 

每 

直が曰光のあたる場所や、温度が異常に高<なる 

1 場所(暖房機のそばなど)には設置しない。 

本機の外装び変形した0内部回路に悪影響び生じて、 

乂ぶの原因になります。 

S ) 

ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

1 ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に 
なります。 

〇 

おず実行 

機器を接続ずる場合は、接続ずる機器の電源を切る。 

突然大さな音びでた0感電の原因にな0ます。 

〇 

化ず実行 

他の電気製品とはでさるだけ離して設置ずる。 

本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を 
あたえるおそれびあ0ます。 

移動 

を 

プラグを巧< 

移動をずるときには電源スイッチを切り、ずべての 
接続をがず。 

接続機器び落下や乾倒して、けびの原因にな0ます。 
コードび傷つさ、火災や感電の原因になります。 


持ち運ぶときにはポート（背面開口部）や前面のサ 

1 ランネットに手をかけない。 

ポートびはずれたり、サランネットび破れた0、本機を 
落としたりして、けびの原因となることびあります。 

使用上のま意 

〇 

必ず実行 

電源を入れる前や、再生を始める前には、音量 
(ボリユーム)を最小にずる。 

突然大さな音び出て、聴覚障害の原因になります。 


国 

音が重んだげ態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因になります。 


ポート（背面開口部）には手を入れない。 

感電やけびの原因となることびあ0ます。 

A 

ま意 

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生 
ずることがありまず。 

正常に動作しないとさには、電源を入れない状態でしば 
5 く放置してくださし、。 


業務用機器とは接続しない。 

デジタルオーディオインターフェース規格は、民生巧と 
業務用では異なります。本機は民生巧のデジタルオー 
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてい 
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機 
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでな<、 
スピーカーを傷める原因になります。 

U モコン 


水やお茶などの液体をこぼさない。 

電池びショートし、破裂や液ちれにより、火災やけびの 
原因になります。感電の原因にな0ます。 


落としたり、強い衝撃を与えたりしない。 

故障の原因にな0ます。 


下記のよラな場巧に置かない。 

♦風呂場の近くなど、湿度が高いところ 
♦暖房器具やストーブの近くなど、 ミ 届度が高いところ 
♦極端にきいところ 
♦ ほこ0のをいところ 
火災や故障の原因になります。 

手入れ 

〇 

手入れをずるときには、がず電源プラグを抜く。 

感電の原因になります。 

おず実行 


を 

薬物厳禁 

ベンジン-シンナ ー• 合成洗剤等でが装をふかない。 
また接点復活剤を使用しない。 

外装び傷んだり、部品び溶解することびあ0ます。 

§) 

手入れずるときは、柔らかい巧で乾拭さずる。合成 
洗剤や化学ぞラきんで拭いたりしない。 

色びはげたり、外装び損傷することびあります。 
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AVI 103 A 


お巧い合わせ窓口 


ヤマ AAV 毁品のお能や巧り巧いに巧するお巧い合わせ 

■ヤマ A お客様コ S ュニケーシヨンセンター 
オーディオ-ビジュアル機器ご相談窓口 

(を国共通} 窺〇已 70-01 1-808 

全国どこか日でも市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは下記番号におかけ<ださい。 

TEL (0 己 3) 460-3409 

干430 -8 目已〇静岡県お松市中区中ミ尺の 10-1 

受付；月〜金曜曰1日;00〜18:00 ±曜日10:0日〜17:00 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を隙く） 

■ ホームシアター-オーディオヴポートメニュー 

お客様から畜せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参 
考にしてください。 

http :// jp . yamaha . com / support / audio - visual / 


ヤマ八 AV 製品の修理、ヴービスパーツに関する 
お巧いさわだ 

■ ヤマハ修理ご相談センター 

(を国共通! 鬻 0570-012-808 

全国どこか5でを市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話か5は下記番号におかけくださし、。 

TEL (0 己 3) 460-4830 

受付；月〜金曜日日;日〇〜18;日日±曜日9;00〜17;日日 
(日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 


FAX でのお PS いさわは 

北海道、東北、関東、甲信越地域にお住まいのお客様 
(03) 已762-吕12己 

九州、沖縄、中国、四国、近畿、東海、北陸地域にお住まいのお客様 
(06) 646已 -0367 


修理品お持ち込み窓口 

受付：月〜金曜日目:00〜17:4己 

(±曜、日曜、祝日およびセンター指定の休日を除く） 

化海道 〒〇 64-8 日43札幌市中巧区南10菜西 1 T 目 1- 日0 
ヤマ八センター内 
FAX (011)已 12-61 日日 

首都圏 干] 43-日日日日東京都大田区平和島2 了目1-] 

京おトラックター S ナル内14号棟 A -5 F 
FAX (03) 己 762-2] 2己 

名古屋 干4己 4-0832 名古屋市中川区清船町4了目 1-1 1 
ピアノ運送(株)名古屋営業所1 F 
FAX (052) 363-5903 

大阪 〒巳已4-日日24大阪市此巧区島屋 6-2-82 

ユニバーサル-シティ和幸ビル 9 F 
FAX (06) 646已 -0374 

九州 干81 2-8 日日8福岡市博多区博多駅前2了目11 -4 

FAX の 92) 472-2137 


* 名称、住所、電話き号、 URL などは変更になる場合びあります。 


な証とアフターサービス 

サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはヤマ八 
修理ご相談センターにご連總ください。 

♦ 保証期間 

製晶に添付されている保証書をご覧ください。 

♦ 保証期間中の修理 

保証書の記載巧容に基づいて修理させていただきます。詳しくは 
保証書をご覧ください。 

♦ <呆11期間が過ぎているとさ 

修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望により有料 
にて修理いたします。 

♦ 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復ずるための料金でず。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 

一般:管理費等び含まれています。 

部品げ 修理に使用した部品代金でず。その他修理に付帯する 

部材等を含む場をわありまず。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費巧です。 

別途、駐車料金をいただく場食びあります。 

• 補修用性能部品の最おな有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造巧ち切り後8年です。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部 
□□ごす。 

•製品のげ態は詳しく 

サービスをご依頼されるときは製品の状態をできるだけ詳しくお 
知らせください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお巧 
5せください。 

《品番、製造番号は製品の背面もしくは底面に表示してありまず。 

参スピーカーの 修理 

スピーカーの f 度理可能範囲は スピーカー ユニッ ト など振動系と電 
気部品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となります の 
で、エージングの差による音色の違いび出る場食びあります。 

• 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月とともに性能び劣化する摩耗部品(下記参照)び使 
用されています。摩耗部品の冀化の進行度合は使用環境や使用時 
間等によって大きく異なります。 

本機をまおく安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部 
品を交換されることをおずずめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ V 修理ご相談セ 
ンターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ボリユームコント□ール、スイッチ- U レー類、接続端子、ランスベルト、 
ピンチ □- ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 



このページは、ま全にご使巧いただくために AV 製品全般について記載し 
ております。 



ホ年ご巧用の製品の点巧を！ 



こんな症がはありませんか？ 

1 J • 電源コード-フラグび異南に熱い。 

X ♦] ゲくさい臭いびする。 

♦ 電源 コー ドに深いキズか変おびある。 

愛 t 胃点検 • 製品に離れるとピ1」ピ U と電気を感じる。 

• 電源を入れても正萬に作動しない。 

♦ その他の異常-故障びある。 

畢 




すぐに使用を中止してください。 




事故防止のため電源プラグをコンセントから抜き、 

必ず販売店に点検をご依頼<ださい。 

なお、点検-修理に要する費用は販売店にご相談ください。 


し 
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